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令和３年度佐賀市発達障がい者トータルライフ支援検討委員会 

議事録 

 

開 催 日 令和４年２月４日（金曜日） 

開催時間 午後７時００分～午後８時３０分 

開催場所 佐賀市役所４階 大会議室 

出 席 者 

委 

員 

（会場参加） 

松尾宗明委員（会長）、三戸谷史委員、宮島隆委員、杉崎利樹委員、 

赤瀬満博委員 

（WEB 参加） 

瀬口康昌委員、木附京子委員、橋野かの子委員、鮫島隆晃委員、 

円城寺しづか委員、橋間弘輝委員、福田雅春委員、松尾剛彦委員、 

木下徹郎委員、福島龍三郎委員、服巻智子委員、古賀利治委員 

以上、１７名 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー 

 
佐賀県障害福祉課 陣内清課長 

佐賀県精神保健福祉センター 永田貴子所長 

事
務
局 

【保健福祉部】 大城部長、古田健康づくり課長、 

上野障がい福祉課長 ほか３名 

【子育て支援部】大松部長、山崎副部長兼子育て総務課長、 

馬場保育幼稚園課長 ほか４名 

【教育部】   百崎部長、米倉副理事兼学校教育課長、 

馬郡社会教育課長、ほか２名 

【経済部】   ２名 

【農林水産部】 山田副部長兼農業振興課長 ほか２名 

欠席者 
中村公昭委員（副会長）、高尾兼利委員、吉木知也委員、 

宮崎祐治委員、谷口仁史委員 以上５名 

傍 聴 者 なし 

報道機関 佐賀新聞社 
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議事 

（１）令和３年度の取組及び今後の取組 

・発達障がい児・・・資料２ 

≪質疑≫ 

○会長 

・確認だが、実績が予定の数より半分くらいになっているのは、半期だからということか。 

○事務局 

・この実績は半期分で、9月までの実績を掲載している。 

○会長 

・予定の予約枠は、ほぼ予定どおり埋まって相談に来ているということか。 

○事務局 

・予約は長い方だと 2か月待ちとか、早い方でも数週間待ってもらっている。お待たせする

ことが多くなっている状況にある。 

○会長 

・発達相談窓口もかなり量が多いが、相談待ちは結構あるのか。 

○事務局 

・予約制なので、1か月近くお待ちいただくことがある。 

○会長 

・委員以外の先生から質問を受けていた。「クラスルームといろ」を利用する際の流れにつ

いて、早期診断事業を通った人が「といろ」に行くと思う。それ以外からの「といろ」に紹

介するのがなかなか難しく、診断をお願いしますと言われるというのを伺ったことがある。

このあたりはどうか。頼まれることがあるがどうか。 

○事務局 

・「クラスルームといろ」の利用については、1 歳半健診等で相談を受けて早期診断につな

がった方が利用をされている。外部から利用したいという話もあるが、その方たちには待っ

てもらっている状況である。 

○会長 

・早期診断事業の待ち状況はどのくらいか。 

○事務局 

・今年度は 8名が早期診断事業を受けている。 

○会長 

・実績が 8名で、診断を待っている方はいないということか。 

○事務局 

・にこにこ発達相談に来られている方が、8名程度いる。そのあと、にこにこ相談を受けて

から診断を案内する流れになるので、そのために 8名程度お待ちの状態ということである。 

○会長 
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・期間的にはどのくらい待っているのか。 

○事務局 

・今年度健診を受けられた方になるので、2～3か月の待ち状態になる。 

○会長 

・この事業は診断待機がすごく多いということで、早期に診断をということで始まったと記

憶しているが、昨年くらいから整肢学園の方で枠を拡大するのと、診断に至る前にも療育指

導を行いながらという形で、診断待機を少なくする取組がされていると思う。この事業、早

期診断事業として、別に継続の必要はあるのか。小児科医の立場として、1～2 歳のすごく

小さい頃の診断というのが、他の合併症などを含めて診断することが必要のあるお子さん

が多いので、肥前精神医療センターで診断をお願いするのをすごく待つような状況だった

ら、小児科のほうで、早めに診断するような形をとってもいいのかなと思っている。 

・それと少し役割分担というか、肥前精神医療センターの方には、もう少し年長の方の色ん

な精神合併症とかを持った方をお願いしたいという、私たち小児科医の立場としてはそう

いう気持ちが強いが、この事業は継続される必要があるのか。 

○委員 

・確かに小児科で診断できた方が良いと思う。診断のツールとして、エイドス（ADOS）とか

ADI-R とか CARS2 とか、世界的に早期の診断に有用といわれているツールを使った診断を行

っている。 

・なので、エイドス（ADOS）とか ADI-R とか CARS2 とかをきちんと実施していただければ、

どこの医療機関でされても良いと思う。そういった条件、前提は必要だと思う。 

○会長 

・乳幼児、小さい子に関しては、初診が、数回の診断の機会だけだと、なかなか難しいとこ

ろもあると思う。 

・その後の経過を追うとか、療育を続けながら見るという視点も必要なので、診断の後、先

生のところで早期診断された後のフォローは、どういう形になっているか。 

○委員 

・この事業は 2 歳までに療育開始するということ目的にした事業だったので、そこで診断

をお願いしたところ、やっていただけると返事をいただいたのが肥前だけだったと伺って

いる。そもそも診断事業なので、いくつものスクリーニングを「クラスルームといろ」や「ほ

っとカフェ」で、資格のあるものがいくつもの資料や家庭でのビデオを撮影して、肥前の先

生たちとカンファレンスをして、その後で肥前で検査をしていただいて、かなり綿密に診て

いただいている。 

・その後の対応については、佐賀市の「クラスルームといろ」に戻ってくるが、その後の内

容についての連携のリエゾン役が私になっていて、月に 2回程度、肥前での新しいお子さま

の診断のときに、これまでのお子さんの様子を伝えて連携するということになっている。か

なり詳細に、綿密にやってくださっていると思っている。 
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・就学相談のときにも、肥前の先生たちのところでも、もちろん近くの小児科でやっていた

だける場合もあるが、特に行動上の難しい子どもの新たに検査や資料を肥前の先生のとこ

ろで年長さんのときに観ていただいている。また途中でてんかんの疑いの子どももでます

自閉症の場合は、検査を肥前でしていただく流れになっている。 

・事務局が待機は 2～3か月と言われたが、今のところコロナがあって、上半期の人数が少

ないこともあるけど、2～3か月もなく相談に来られてから診断につながるまで、1～2か月

で順調にいけている状態である。 

○委員 

・小児科と精神科とで診方が全然違うので、ここが平行線になっているが、小児科としては

1～2歳児の子はそのときの状態でエイドス（ADOS）は簡単に点数が上がる。 

1～2 歳児で正確な診断ということではなく、その子や親御さんの困り感に寄り添って、 

経過を診ていくのが大事で、そこは小児科医にさせていただきたいというのがあります。 

・あと私たちが困っているのが、児童。学童の大きくなった子たちが行き場がない、小児科

では手に負えないということで、そこは精神科の先生にお願いしたい。 

・小さい子は小児科、ある程度大きくなった子は精神科というような住み分けをした方が良

いのではないかと私も思う。 

○委員 

・誤解されている部分がありそうなのでお伝えしますけど、めばえ外来（早期診断事業受診

枠のこと）をやっているから通常の新患の待機がすごく増えているということは全然ない。 

・通常の精神科のニーズがあるお子さんに対して、めばえ外来を実施する前と変わらず受け

させている。ただ事実として、かなり複雑な虐待とか、本当に手が掛かる方が増えていると

いう事実もある。どちらかと言えば、めばえ外来があるから待機が出ているというよりも、

純粋に枠が空きにくい実情です。誤解があったらいけないので、説明させていただく。 

○委員 

・私も言葉足らずだったかもしれない。私もエイドス（ADOS）トレーナーなので、発言をさ

せてください。エイドス（ADOS）は体調でぶれる検査ではない。逆に検査の仕方が重要にな

る。そしてエイドス（ADOS）だけでは診断をしない。乳幼児版は生後 12 か月から使うが、

基本的には肥前でされている方法がすごく正確で、いろんな日常生活のビデオも観察し、そ

して感覚の特異性の検査も 2種類し、保護者からの面談もし、ADI-R で赤ちゃんのときから

の聞き取りをし、自閉症のレッドフラッグスを確認し、最終的な診断のツールとしては、

CARS2 をが実行してくださっている。 

・なので、エイドス（ADOS）だけでやっているわけではないし、多様な、多面的な、文脈を

診ていただいているということは、御理解いただきたいと思う。 

・（GoogleMeet の）チャットの方に書かせていただいたが、基本的には、児童精神科という

立場で診ていただいている。 

○委員 
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・先ほどエイドス（ADOS）がないと診断ができないし、それができるなら小児科でもどうぞ

と言われましたが、実際私たちはエイドス（ADOS）をしているわけではないし、それをしな

いとできないということであれば、診断ができなくなるし、診断待機の問題も解消しないと

思う。 

・エイドス（ADOS）をしなければならないのであれば、全部肥前を紹介するしかないと思う。 

・だから、リスクがあるとか、言語発達の遅れとか、自閉症かどうかではなく、いろんな発

達の問題があるっていうところで、児童発達支援等を使うために、自閉症と診断することも

ありますが、発達の遅れや言葉の遅れということで、診断を付けて経過を診ながら、児発を

使ったり、療育をしている。 

・もちろん正確な診断、そういうのは大事だろうとは思うが、私たちも適当にやっているわ

けじゃなく、色んな情報を基にやっている。だから小児科でもそういうものをしてもらえれ

ばと言われると、私たちはそういう診療していけないのかと思ってしまう。 

○委員 

・説明がちょっと言葉足らずで誤解を招いたかもしれない。 

・通常の 3歳以上の通常の診断評価外来では全員にエイドス（ADOS）をやっていない。アン

ダーがすごく微妙で、ちょっと難しいかなというお子さんに関しては、エイドス（ADOS）ま

でやります。エイドス（ADOS）はしないで診断をつけているお子さん方が通常の外来では多

いです。また、めばえ外来のお子さんについては、ちょっと慎重になるということで。すい

ません、誤解を招いて。 

○委員 

・わかりました。 

・あと、この早期診断事業、前にも言ったが、佐賀市から予算を出しているということだが、

色々時代も変わってきているわけですし、早期診断に行かれるのは良いと思うが、私たち普

通に保険の事業でやっているわけですから、特定の子ども達に佐賀市が予算を出すのはど

うなのか。私たちのところにも 1～2 歳の子ども達が来ているし、実際に統計をとったら、

2歳児が 1番多かった。 

・だから、早期診断事業の方に予算を割いていくっていうと、実際今半期で相談ケース 7件

ということだが、その辺のバランスはどうかということと、「クラスルームといろ」という

のは児童発達支援事業所であるわけですが、そこは肥前に行かないと使えないという、特定

の病院に行かないと使えないというのは、佐賀市の税金で作っている「といろ」であるから、

その辺りもどうかなと思いますが、市役所の方、いかがでしょうか。 

○事務局 

・全く外部の方を入れていないわけではない。待っていただく期間が長くなっている方もい

らっしゃるので、そう見えるかもしれない。 

○会長 

・（話が）長くなるので（この辺で）。 
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・私の個人的な意見としては、正確な診断っていうのはなかなか難しくて、グレーゾーンっ

てスペクトラムなので、境界領域の人っていっぱいおられる。そこを正確な診断で点数化し

て、ここ以上だからこうだっていっても、あんまり意味がなくて。エイドス（ADOS）でも点

数でも、年齢がたつと変わってくることもあるし、その子の環境によって全然違ってくる。

その子の特性をある程度見てあげて、療育の指導を適切に早い時期からしてあげるってい

うのが 1番大切と思うので、その辺りで、正確に診断するっていうことに時間をかけ過ぎる

っていうのはあんまり意味がないのではないかと思う。 

・それも含めて、今後の佐賀市の税金の使い方とかやり方を少し見直してもいいのかなと思

って、この場で話題を出させていただいた。 

・なかなか難しいことではあると思うので、専門家の間でも意見が分かれるかもしれないの

で、今日はここで話を一旦切らせていただきます。よろしいでしょうか。 

 

 

・発達障がい者・・・資料３ 

≪質疑≫ 

○委員 

・市の方にお尋ね。農福連携は全体の事業の中で、どこに位置付けられているか、はっきり

分からない。対象者がどういう方たちで、実際にどういう人が行っているか教えていただけ

れば。そもそも相談事業の中で、「ニート、ひきこもり等の不適応を抱える子ども・若者」

と書かれているが、「ニート、ひきこもり」＝「発達障がい」ではないと思うが、 

どういうターゲットでこの事業をされているのかを教えていただきたい。 

○事務局 

・農福連携は発達障がいだけに限ったことでは、もちろんございません。主に就労継続Ｂ型

の事業所、発達障がい者の方を含めて、いろんな障がいのある方が就労されておりますけれ

ども、そこの事業所の方での請負業務の中に農業関係。そのような作業を請け負って、農地

に行って利用者が身体を動かし、精神状態も良くなるという効果も聞いておりますので、そ

ういった取組をしていきたいと市の方も考えている。その中で、色んな障がいの種別あるが、

発達障がいの方も利用者としていらっしゃる。 

○委員 

・精神科医としては非常に良い事業だと思う。発達障がいの方たちの中では、どのような方

が行かれているのかというのを報告の中に入れてもらいたい。 

○委員 

・委員からお話しいただきました農福連携を進める事業を佐賀市から委託を受けている「佐

賀中部障がい者ふくしネット」です。 

・農福連携につきましては、約 4年ほど、私たちの方で取組ませていただいている。今の段

階では、農業と福祉という全く異分野がどうやったら結びつくか、福祉分野は私たちから、
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農業分野は JA さんや佐賀県農業改良普及センターさんと連携をしながら、農業分野はどの

ような仕事を発注できるか、私たち福祉分野はどのような労務を提供できるか、そういうこ

とを福祉事業所の方たちと一緒に開拓している最中でもあります。年々、農業と福祉の結び

つきが強くなっており、その中で発達障がいの方もいらっしゃると思うが、実数がどのくら

いいらっしゃるかは掴めていない。福祉事業所がいくつかというのは掴んでいる。 

・その中で、一つの工夫のアイデアとして、農業の中で例えばホウレンソウを袋詰めすると

きに、規格があり、それを分けていく作業がある。そういうときに視覚的に見える化をする

ということは非常に有効だということを、私たちから提案をして、また農業サイドの方たち

も、御理解をいただいているということで、そういう意味では発達障がいの方たちにも分か

りやすい作業環境を作っていくということも私たちは努めている。 

・まだまだ開拓中途で、もっと広がっていけば良いなと私たちは活動している。 

○会長 

発達障がい児の方もでもあるが、サポートファイルの見直しに関しては、市役所内でワーキ

ンググループなど、取組んでいるところはあるか。 

○事務局 

・具体的にサポートファイルをどういった形で、改善・見直すとチームを作っての活動まで

にはいたっていない。ICT を使うという意見もあるが、今は紙ベースの手帳みたいな形でや

っている。あくまでも保護者さんが使って、記録をしてもらっている。ICT を使うとなると、

保護者の記録もそうだが、それを踏まえ、支援をする皆さんの情報共有ツールにもなること

は非常に大きなことと感じている。ただ、個人情報やネットワークの仕組みなどがあるため、

少し慎重に検討したいということがあり、現在情報収集、どういったものがあるのか、少し

勉強させていただきたいなと考えている。 

○委員 

・児童とか大人とか色んな取組が出ているが、今やっと農福連携で、実際の生活っていうの

が出てきたなと感じている。その地域で子どもたちが、大人になって豊かに暮らすっていう

その実現っていうのが目標と思うので、色んな仕組みづくりの中で、議論があるけれども、

楽しいとか、そういう生活ができるという部分があまり見えてこない。余暇支援とかへの支

援の在り方というのも、この会議で取り上げていただけたらと思いました。 

○会長 

・生活の中で余暇を楽しむようなことも含めた支援の在り方ということで意見をいただい

た。 

○委員 

・子ども達の障がい者と障がい児の区別はどうなっているのか。 

○事務局 

・障がい者と障がい児の違いは、18 歳以上か未満かだけで分けている。障害福祉サービス

も 18 歳以上と未満で違ってくる。 
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○委員 

・思春期の子たちがいる。高校生・中学生は、放課後等デイサービスは、なかなか行きづら

くなってしまっている。社会に向けてアルバイトなど、そういう居場所もあったら良いなと

考えるが、発達障がいがあると、そういう子ども達が色んな経験をする場がすごく少ないと

いうことを感じている。思春期の子たちは気質的に難しいところもあると思うが、とにかく

行き場所がない、引きこもりとかニートとか。18 歳前の子たちでも学校に在席しているけ

ど不登校になっているとか、通信制高校とかに行っているけれども、普通のアルバイトがな

かなか難しいとか。そういう思春期の子たちへの支援があったら良いと思うので、検討願い

ます。 

○会長 

・障がい児と障がい者の狭間の方の支援も重要で、将来自立していくための支援という意味

で、自立支援の在り方も今後考えていかないといけないかなと感じる。 

・それでは最後に総括に入りたい。 

 

 

・総括、体制図・・・資料４、資料５、資料６ 

≪質疑≫ 

○会長 

・総括として事務局からまとめていただいた。発達障がいのお子さんが驚くほど増えている

という実態が分かる。子ども達の数自体は減っているのも関わらず、発達障がいとして支援

を受けているお子さんの数がどんどんふえている現状は厳しいと思う。これは佐賀だけの

問題ではなく、全国的な傾向。特別支援学級の在籍生徒数もどんどん増えてくるが、原因は

分からない。診断だけの問題ではない。明らかに増えているが、今後、この子ども達が、成

長して大人になって、自立していかないといけない。そこへの支援が大事になってくると感

じる。 

・委員の先生方、全体を通して、御質問などありましたらよろしくお願いします。 

○委員 

・先ほど思春期の話をさせていただいた。私は「それいゆ」に居たころから、思春期の子ど

も達のサポート、特に当事者グループの支援などを行っている。また、いじめ対応などもあ

り、発達障がいの子ども達のトラウマを持った事業なども行わざるを得ない状況になって

きている。 

・思春期の子ども達の何らかの支援事業を今後検討していただくのは、重要で必要で、思春

期をどう乗り越えるかで成人期も変わってくると思う。そういった事業に着手していただ

けると非常に良いと思う。どうぞよろしくお願いします。 

○会長 

小児科医の立場としてもトランジションというか、小児科から成人科に移るところで、医療
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的にずっと見ている方も、これからトランジションによってすごく難しくなる時期でもあ

るので、医療も含めた連携をどういうふうにしていくかというのも考えていかないといけ

ないかなというふうに感じる。 

○委員 

・この年代に関しては、佐賀県の事業でサポートされているところも無きにしも非ずです。

県は特に高校生のサポートに力を入れてもらっている。市は学校に関していえば義務制し

かないが、中学校のところで何か事業があれば良いなと思ったので付け加えさせていただ

く。 

○委員 

・今、委員からお話がありましたけども、確かに、義務制は特別支援学級を含めて、そこに

入れるか入れないかで対応を行っており、そのあと、高校進学に関しては、県のほうでは発

達障がい児を受け入れる学校について、太良高校と厳木高校というのが設置をされており

ますが、そこに進むか進まないかぐらいしか選択肢がありません。 

・義務教育の中でも、そういう子ども達の対応というのは非常に難しくて、特別支援学級に

は入らないけども、普通学級でどう対応するのかという部分に関しては、非常に対応に困っ

ている部分もあります。 

・ですので、先生がおっしゃった何かしらの支援、私もその具体的な部分というのは難しい

なというに思っているところですけど、そういったことが行政の方からあれば、その子たち

にとっては非常に助かるだろうなというふうに思います。 

・先ほどあった放課後デイサービスも、中学生になるとほぼ行っておりませんので、そうい

った子どもにもっと何かあればというのは、中学校長としても思うところであります。 

○委員 

・県立高校は特別支援をほとんどどこでもしている。太良高校と厳木高校以外にも、私が一

番感激しているのは佐賀西高。佐賀西高は特別支援にすごく優れている。到遠館高校や小城

高校も素晴らしい特別支援をしてくれている。特別支援学級とか特別支援コースがあるか

ないかというのは、特別支援にとって関係のないことで、通常学級に在席している子どもも

支援をされ、県立高校はすごく良くやっている。どの学校も特別支援はすごく力を入れてお

り、高校受験を突破できる子ども達にとっては、佐賀の学校はどこでもサポートがあって素

晴らしいと思っている。 

・また佐賀県では高校の「佐賀プライドプログラム」を高校生対象に実施している。その部

分は認識を持っていただければと。佐賀県の高校は素晴らしいと思っている。 

○委員 

・各高校が支援をしているのは感じている。 

・LD の子たちを多く診ているが、佐賀の県立高校は、私立にしても、例えば読み書き障が

いがある子に対して入試での配慮、各高校にお願いしたら校長先生の裁量で入試の配慮が

ないわけではないが、佐賀県全体での配慮はない。 



10 
 

・本日は市の会議だが、中学校の先生方から県の教育委員会などに入試を突破すれば、色ん

な支援を受けられるが、入試がまず突破出来ないということになると非常に困るので、入試

への合理的配慮を中学からお願いしていただけたらなと感じている。 

○委員 

・やっぱり子ども達をどうにかしないといけないという話になるとは思うが、親も一緒で自

分の子どもをどうにかしないといけない。 

・ただ、やっぱりその子ども達をどうにかっていう見方よりも、トータルライフを考えてい

くなら、社会、環境、身の回り、取っつきにくいかもしれないが人権とか。 

・そういう見方からトータルライフということで社会を変えていくには、どうしたらいいか

っていうところがないと、どうしても問題のある行動を起こしてしまったりする子ども達

の方にばかり目が向いてしまうと思う。 

・このトータルライフの委員会の中で、そこまで広げて話すことが出来ないということであ

れば、そこは人権とか啓発とか、他に何か違うやり方でもあるのかもしれないが、そういう

ところをどうしていけば受入れてもらえるかを、社会を変えていけるかを話し合っていく

場所、機会をつくっていただければというふうに思う。 

○会長 

・確かに子ども達の支援と同時に、周りの環境とか社会を変えていくっていう働きかけはす

ごく大事かなと感じる。 

・今後もそういったことを考えながらやるというのはすごく大事なことだと思う。 


